
研修６

障害児通所支援事業所の
人員基準について
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目次

１. 基準人員の基本について

２. 勤務形態一覧表の記載方法
　　Point！

　　・勤務形態一覧表１(事業所全体)は勤務時間を記載
　　・勤務形態一覧表２(事業の種類別)は支援提供時間を記載
　　　(多機能型の事業所は、適宜シートを増やし、サービスごとに作成)
　　・加配加算の算定対象職員の欄は該当者のみを記載

３. 基準人員と加配職員の配置
　　Point！

　　・サービス提供時間を通じて基準人員が配置されるよう、従業員の休憩時間を考慮して
　　　 職員配置をすること

４. 急遽休みが出た場合の配置
　　Point！

　　・基準人員が休みとなり、加配職員を基準人員とした場合、加配加算の算定ができないことがある。
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①　管理者

②　児童発達支援管理責任者：１人以上（１人以上は専任かつ常勤）

③　児童指導員又は保育士：１人以上は常勤　

　　・利用児童が10人までの場合　→　２人

　　・利用児童が11～15人の場合　→　３人

　　・利用児童が16～20人の場合　→　４人

　（※１）　強度行動障害支援者養成研修修了者は、児童指導員の要件ではない

　　　　　（ただし、児童指導員等加配加算の「児童指導員等」には該当）

　（※２）　基準人員として配置していた職員の休憩をとっている場合、病気等の急な

　　　　　休みの場合には、別の児童指導員又は保育士を配置する必要がある。

　（※３）　定員を超えて児童を受け入れた場合、配置すべき児童指導員又は保育士

　　　　　の数が増える。→児童指導員等加配加算等に影響する可能性
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⚪サービス ：児童発達支援、放課後等デイサービス

⚪定員　　  ：合わせて10名

⚪基準人員：２名（うち１人は常勤）

⚪取得加算：児童指導員等加配加算（経験５年以上の常勤専従）、専門的支援体制加算

⚪その他　 ：多機能型事業所の特例適用をしている事業所
　　　　　　　　常勤者の勤務時間は週40時間
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２. 勤務形態一覧表の記載方法

事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

管理者・児発管 Ｂ 伊藤　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

保育士 Ｃ 藤井　○○ ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 48 12.0 

保育士 Ｃ 清水　○○ 休 ② 休 休 休 休 ② 休 ② 休 休 休 休 ② 休 ① 休 休 休 休 ② 休 ② 休 休 休 休 ② 36 9.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ① ③ ③ 休 ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ 80 20.0 
機能訓練担当職

員（理学療法

士）

Ａ 中西　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

【職員の勤務時間の区分】 【事業所の営業時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表１　（事業所全体）

（令和７年10月分） 多機能型事業所MiMi
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 8:30～17:00 (7.5時間） 曜日 時間
常勤専従（経験５年以上） 田中 9:00～18:00 8時間 月～金 9：00～18：00
常勤専従（経験５年未満） 9:00～13:00 4時間 月～金 9:00～18:00

常勤換算（経験５年以上） 14:00～18:00 4時間
常勤換算（経験５年未満）

その他従業者

専門的支援体制加算 中西

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４

週

の

合

計

週
平
均

の
勤
務

時
間

児

童

指

導

員

等

加

配

加

算

区

分 事業所の営業時間を記載

勤務形態と実態が

一致しているか確認

勤務時間を記載

加配対象とする職員

のみ記載

加配対象とする職員

のみ記載

学校休業日

勤務形態一覧表１(事業所全体)
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２. 勤務形態一覧表の記載方法

事業の種類（　 ）
事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

管理者・児発管 Ｂ 伊藤　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

保育士 Ｃ 藤井　○○ ① 休 ① 休 休 ① 休 ① 休 ① 休 休 ① 休 ① 休 ① 休 休 ① 休 ① 休 ① 休 休 ① 休 36 9.0 

保育士 Ｃ 清水　○○ 休 ① 休 休 休 休 ① 休 ① 休 休 休 休 ① 休 ① 休 休 休 休 ① 休 ① 休 休 休 休 ① 24 6.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ 休 休 休 休 ① 休 休 休 休 3 0.8 
機能訓練担当職

員（理学療法

士）

Ａ 中西　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

【職員の支援提供時間の区分】 【事業所のサービス提供時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表２　（事業の種類別）
児童発達支援

（令和年７年10月分） 多機能型事業所MiMi
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 9:00～12:00 (3時間） 曜日 時間

常勤専従（経験５年以上） 田中 9:00～12:00 3時間 月～金 9:00～12:00
常勤専従（経験５年未満） 月～金 9:00～12:00

常勤換算（経験５年以上）

常勤換算（経験５年未満）

その他従業者

専門的支援体制加算 中西

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４

週

の

合

計

週
平
均

の
勤
務

時
間

児

童

指

導

員

等

加

配

加

算

区

分 児童発達支援の

サービス提供時間を記載

学校休業日

児童発達支援の

支援提供時間を記載

各サービスで作成

勤務形態一覧表２(事業の種類別)
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２. 勤務形態一覧表の記載方法

勤務形態一覧表２(事業の種類別)

事業の種類（　 ）
事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

管理者・児発管 Ｂ 伊藤　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

保育士 Ｃ 藤井　○○ 休 休 休 休 休 休 休 ③ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 4 1.0 

保育士 Ｃ 清水　○○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ① 休 休 休 休 休 休 休 休 休 0 0.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① 休 ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 
機能訓練担当職

員（理学療法

士）

Ａ 中西　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

【職員の支援提供時間の区分】 【事業所のサービス提供時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表２　（事業の種類別）
放課後等デイサービス

（令和７年10月分） 多機能型事業所MiMi
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 9:00～12:00 (3時間） 曜日 時間

常勤専従（経験５年以上） 田中 14:30～17:30 3時間 月～金 9:00～12:00
常勤専従（経験５年未満） 9:00～16:00 6時間 月～金 14:30～17:30

常勤換算（経験５年以上） 9:00～13:00 4時間 学校休業日 9:00～16:00

常勤換算（経験５年未満）

その他従業者

専門的支援体制加算 中西

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４

週

の

合

計

週
平
均

の
勤
務

時
間

児

童

指

導

員

等

加

配

加

算

区

分

放課後等デイサービスの

学校休業日
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事業の種類（　 ）
事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

管理者・児発管 Ｂ 伊藤　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

保育士 Ｃ 藤井　○○ ① 休 ① 休 休 ① 休 ① 休 ① 休 休 ① 休 ① 休 ① 休 休 ① 休 ① 休 ① 休 休 ① 休 36 9.0 

保育士 Ｃ 清水　○○ 休 ① 休 休 休 休 ① 休 ① 休 休 休 休 ① 休 ① 休 休 休 休 ① 休 ① 休 休 休 休 ① 24 6.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ 休 休 休 休 ① 休 休 休 休 3 0.8 
機能訓練担当職

員（理学療法

士）

Ａ 中西　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

【職員の支援提供時間の区分】 【事業所のサービス提供時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表２　（事業の種類別）
児童発達支援

（令和年７年10月分） 多機能型事業所MiMi
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 9:00～12:00 (3時間） 曜日 時間

常勤専従（経験５年以上） 田中 9:00～12:00 3時間 月～金 9:00～12:00
常勤専従（経験５年未満） 月～金 9:00～12:00

常勤換算（経験５年以上）

常勤換算（経験５年未満）

その他従業者

専門的支援体制加算 中西

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４

週

の

合
計

週
平
均

の
勤
務

時
間

児

童

指

導

員

等

加

配

加

算

区

分

学校休業日事業の種類（　 ）
事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

管理者・児発管 Ｂ 伊藤　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

保育士 Ｃ 藤井　○○ ① 休 ① 休 休 ① 休 ① 休 ① 休 休 ① 休 ① 休 ① 休 休 ① 休 ① 休 ① 休 休 ① 休 36 9.0 

保育士 Ｃ 清水　○○ 休 ① 休 休 休 休 ① 休 ① 休 休 休 休 ① 休 ① 休 休 休 休 ① 休 ① 休 休 休 休 ① 24 6.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ 休 休 休 休 ① 休 休 休 休 3 0.8 
機能訓練担当職

員（理学療法

士）

Ａ 中西　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

【職員の支援提供時間の区分】 【事業所のサービス提供時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表２　（事業の種類別）
児童発達支援

（令和年７年10月分） 多機能型事業所MiMi
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 9:00～12:00 (3時間） 曜日 時間

常勤専従（経験５年以上） 田中 9:00～12:00 3時間 月～金 9:00～12:00
常勤専従（経験５年未満） 月～金 9:00～12:00

常勤換算（経験５年以上）

常勤換算（経験５年未満）

その他従業者

専門的支援体制加算 中西

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４

週
の

合

計

週
平
均

の
勤
務

時
間

児

童

指

導

員

等

加

配

加

算

区

分

学校休業日

３. 基準人員と加配職員の配置
手順1：サービス提供時間を通じて職員が配置されているか確認。
　Point！加配対象職員(田中さん･中西さん)以外を基準人員とする。

勤務形態一覧表２(事業の種類別)

8



事業の種類（　 ）
事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

管理者・児発管 Ｂ 伊藤　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

保育士 Ｃ 藤井　○○ 休 休 休 休 休 休 休 ③ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 4 1.0 

保育士 Ｃ 清水　○○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ① 休 休 休 休 休 休 休 休 休 0 0.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① 休 ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 
機能訓練担当職

員（理学療法

士）

Ａ 中西　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

【職員の支援提供時間の区分】 【事業所のサービス提供時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表２　（事業の種類別）
放課後等デイサービス

（令和７年10月分） 多機能型事業所MiMi
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 9:00～12:00 (3時間） 曜日 時間

常勤専従（経験５年以上） 田中 14:30～17:30 3時間 月～金 9:00～12:00
常勤専従（経験５年未満） 9:00～16:00 6時間 月～金 14:30～17:30

常勤換算（経験５年以上） 9:00～13:00 4時間 学校休業日 9:00～16:00

常勤換算（経験５年未満）

その他従業者

専門的支援体制加算 中西

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４

週

の

合

計

週
平
均

の
勤
務

時
間

児

童

指

導

員

等

加

配

加

算

区

分

サービス提供時間を通じて２名以

上の配置が必要なため、職員の休

憩時間をずらす必要がある。

事業の種類（　 ）
事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

管理者・児発管 Ｂ 伊藤　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

保育士 Ｃ 藤井　○○ 休 休 休 休 休 休 休 ③ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 4 1.0 

保育士 Ｃ 清水　○○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ① 休 休 休 休 休 休 休 休 休 0 0.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① 休 ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 
機能訓練担当職

員（理学療法

士）

Ａ 中西　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

【職員の支援提供時間の区分】 【事業所のサービス提供時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表２　（事業の種類別）
放課後等デイサービス

（令和７年10月分） 多機能型事業所MiMi
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 9:00～12:00 (3時間） 曜日 時間

常勤専従（経験５年以上） 田中 14:30～17:30 3時間 月～金 9:00～12:00
常勤専従（経験５年未満） 9:00～16:00 6時間 月～金 14:30～17:30

常勤換算（経験５年以上） 9:00～13:00 4時間 学校休業日 9:00～16:00

常勤換算（経験５年未満）

その他従業者

専門的支援体制加算 中西

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４

週

の

合

計

週
平
均

の
勤
務

時
間

児

童

指

導

員

等

加

配

加

算

区

分

サービス提供時間を通じて２名以

上の配置が必要なため、職員の休

憩時間をずらす必要がある。

３. 基準人員と加配職員の配置
手順1：サービス提供時間を通じて職員が配置されているか確認。
　Point！加配対象職員(田中さん･中西さん)以外を基準人員とする。

勤務形態一覧表２(事業の種類別)

9



事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

管理者・児発管 Ｂ 伊藤　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

保育士 Ｃ 藤井　○○ ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 48 12.0 

保育士 Ｃ 清水　○○ 休 ② 休 休 休 休 ② 休 ② 休 休 休 休 ② 休 ① 休 休 休 休 ② 休 ② 休 休 休 休 ② 36 9.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ① ③ ③ 休 ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ 80 20.0 
機能訓練担当職

員（理学療法

士）

Ａ 中西　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

【職員の勤務時間の区分】 【事業所の営業時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表１　（事業所全体）

（令和７年10月分） 多機能型事業所MiMi
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 8:30～17:00 (7.5時間） 曜日 時間
常勤専従（経験５年以上） 田中 9:00～18:00 8時間 月～金 9：00～18：00
常勤専従（経験５年未満） 9:00～13:00 4時間 月～金 9:00～18:00

常勤換算（経験５年以上） 14:00～18:00 4時間
常勤換算（経験５年未満）

その他従業者

専門的支援体制加算 中西

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４

週

の

合

計

週
平
均

の
勤
務

時
間

児

童

指

導

員

等

加

配

加

算

区

分

事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

管理者・児発管 Ｂ 伊藤　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

保育士 Ｃ 藤井　○○ ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 48 12.0 

保育士 Ｃ 清水　○○ 休 ② 休 休 休 休 ② 休 ② 休 休 休 休 ② 休 ① 休 休 休 休 ② 休 ② 休 休 休 休 ② 36 9.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ① ③ ③ 休 ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ 80 20.0 
機能訓練担当職

員（理学療法

士）

Ａ 中西　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

【職員の勤務時間の区分】 【事業所の営業時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表１　（事業所全体）

（令和７年10月分） 多機能型事業所MiMi
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 8:30～17:00 (7.5時間） 曜日 時間
常勤専従（経験５年以上） 田中 9:00～18:00 8時間 月～金 9：00～18：00
常勤専従（経験５年未満） 9:00～13:00 4時間 月～金 9:00～18:00

常勤換算（経験５年以上） 14:00～18:00 4時間
常勤換算（経験５年未満）

その他従業者

専門的支援体制加算 中西

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４

週

の

合

計

週
平
均

の
勤
務

時
間

児

童

指

導

員

等

加

配

加

算

区

分

事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

管理者・児発管 Ｂ 伊藤　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

保育士 Ｃ 藤井　○○ ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 48 12.0 

保育士 Ｃ 清水　○○ 休 ② 休 休 休 休 ② 休 ② 休 休 休 休 ② 休 ① 休 休 休 休 ② 休 ② 休 休 休 休 ② 36 9.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ① ③ ③ 休 ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ 80 20.0 
機能訓練担当職

員（理学療法

士）

Ａ 中西　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

【職員の勤務時間の区分】 【事業所の営業時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表１　（事業所全体）

（令和７年10月分） 多機能型事業所MiMi
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 8:30～17:00 (7.5時間） 曜日 時間
常勤専従（経験５年以上） 田中 9:00～18:00 8時間 月～金 9：00～18：00
常勤専従（経験５年未満） 9:00～13:00 4時間 月～金 9:00～18:00

常勤換算（経験５年以上） 14:00～18:00 4時間
常勤換算（経験５年未満）

その他従業者

専門的支援体制加算 中西

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４

週

の

合

計

週
平
均

の
勤
務

時
間

児

童

指

導

員

等

加

配

加

算

区

分

３. 基準人員と加配職員の配置
手順2：事業種別(勤務形態一覧表2)で基準人員としたところに印をつける。

勤務形態一覧表１(事業所全体)

10



３. 基準人員と加配職員の配置 手順3：加配加算の要件を満たしているかを確認。
　Point！印(赤色)のある勤務日は、加配加算の常勤換算計算に含めることは

　　　　  できない。　
勤務形態一覧表１(事業所全体)

事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

管理者・児発管 Ｂ 伊藤　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

保育士 Ｃ 藤井　○○ ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 48 12.0 

保育士 Ｃ 清水　○○ 休 ② 休 休 休 休 ② 休 ② 休 休 休 休 ② 休 ① 休 休 休 休 ② 休 ② 休 休 休 休 ② 36 9.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ① ③ ③ 休 ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ 80 20.0 
機能訓練担当職

員（理学療法

士）

Ａ 中西　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

【職員の勤務時間の区分】 【事業所の営業時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表１　（事業所全体）

（令和７年10月分） 多機能型事業所MiMi
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 8:30～17:00 (7.5時間） 曜日 時間
常勤専従（経験５年以上） 田中 9:00～18:00 8時間 月～金 9：00～18：00
常勤専従（経験５年未満） 9:00～13:00 4時間 月～金 9:00～18:00

常勤換算（経験５年以上） 14:00～18:00 4時間
常勤換算（経験５年未満）

その他従業者

専門的支援体制加算 中西

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４

週

の

合

計

週
平
均

の
勤
務

時
間

児

童

指

導

員

等

加

配

加

算

区

分

事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

管理者・児発管 Ｂ 伊藤　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

保育士 Ｃ 藤井　○○ ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 48 12.0 

保育士 Ｃ 清水　○○ 休 ② 休 休 休 休 ② 休 ② 休 休 休 休 ② 休 ① 休 休 休 休 ② 休 ② 休 休 休 休 ② 36 9.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ① ③ ③ 休 ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ 80 20.0 
機能訓練担当職

員（理学療法

士）

Ａ 中西　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

【職員の勤務時間の区分】 【事業所の営業時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表１　（事業所全体）

（令和７年10月分） 多機能型事業所MiMi
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 8:30～17:00 (7.5時間） 曜日 時間
常勤専従（経験５年以上） 田中 9:00～18:00 8時間 月～金 9：00～18：00
常勤専従（経験５年未満） 9:00～13:00 4時間 月～金 9:00～18:00

常勤換算（経験５年以上） 14:00～18:00 4時間
常勤換算（経験５年未満）

その他従業者

専門的支援体制加算 中西

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４

週
の

合

計

週
平
均

の
勤
務

時
間

児

童

指

導

員

等

加

配

加

算

区

分

事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

管理者・児発管 Ｂ 伊藤　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

保育士 Ｃ 藤井　○○ ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 48 12.0 

保育士 Ｃ 清水　○○ 休 ② 休 休 休 休 ② 休 ② 休 休 休 休 ② 休 ① 休 休 休 休 ② 休 ② 休 休 休 休 ② 36 9.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ① ③ ③ 休 ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ 80 20.0 
機能訓練担当職

員（理学療法

士）

Ａ 中西　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

【職員の勤務時間の区分】 【事業所の営業時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表１　（事業所全体）

（令和７年10月分） 多機能型事業所MiMi
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 8:30～17:00 (7.5時間） 曜日 時間
常勤専従（経験５年以上） 田中 9:00～18:00 8時間 月～金 9：00～18：00
常勤専従（経験５年未満） 9:00～13:00 4時間 月～金 9:00～18:00

常勤換算（経験５年以上） 14:00～18:00 4時間
常勤換算（経験５年未満）

その他従業者

専門的支援体制加算 中西

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４

週
の

合

計

週
平
均

の
勤
務

時
間

児

童

指

導

員

等

加

配

加

算

区

分
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４. 急遽休みが出た場合の配置

勤務形態一覧表１(事業所全体)

事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

管理者・児発管 Ｂ 伊藤　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

保育士 Ｃ 藤井　○○ ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 48 12.0 

保育士 Ｃ 清水　○○ 休 ② 休 休 休 休 ② 休 ② 休 休 休 休 ② 休 ① 休 休 休 休 ② 休 ② 休 休 休 休 ② 36 9.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ① ③ ③ 休 ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ 80 20.0 
機能訓練担当職

員（理学療法

士）

Ａ 中西　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

【職員の勤務時間の区分】 【事業所の営業時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表１　（事業所全体）

（令和７年10月分） 多機能型事業所MiMi
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 8:30～17:00 (7.5時間） 曜日 時間
常勤専従（経験５年以上） 田中 9:00～18:00 8時間 月～金 9：00～18：00
常勤専従（経験５年未満） 9:00～13:00 4時間 月～金 9:00～18:00

常勤換算（経験５年以上） 14:00～18:00 4時間
常勤換算（経験５年未満）

その他従業者

専門的支援体制加算 中西

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４

週

の

合

計

週
平
均

の
勤
務

時
間

児

童

指

導

員

等

加

配

加

算

区

分

事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

管理者・児発管 Ｂ 伊藤　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

保育士 Ｃ 藤井　○○ ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 48 12.0 

保育士 Ｃ 清水　○○ 休 ② 休 休 休 休 ② 休 ② 休 休 休 休 ② 休 ① 休 休 休 休 ② 休 ② 休 休 休 休 ② 36 9.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ① ③ ③ 休 ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ 80 20.0 
機能訓練担当職

員（理学療法

士）

Ａ 中西　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

【職員の勤務時間の区分】 【事業所の営業時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表１　（事業所全体）

（令和７年10月分） 多機能型事業所MiMi
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 8:30～17:00 (7.5時間） 曜日 時間
常勤専従（経験５年以上） 田中 9:00～18:00 8時間 月～金 9：00～18：00
常勤専従（経験５年未満） 9:00～13:00 4時間 月～金 9:00～18:00

常勤換算（経験５年以上） 14:00～18:00 4時間
常勤換算（経験５年未満）

その他従業者

専門的支援体制加算 中西

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４

週

の

合

計

週
平
均

の
勤
務

時
間

児

童

指
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等
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配

加
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分

体調不良

休み
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４. 急遽休みが出た場合の配置 手順1：サービス提供時間を通じて職員が配置されているか確認。

　Point！通常基準人員となっている職員が休暇を取得しているため、

　　　　  サービス提供時間を通じて基準人員を配置するには、加配対象職員
　　　　  (田中さん)を基準人員とする。

勤務形態一覧表２(事業の種類別)

事業の種類（　 ）
事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

管理者・児発管 Ｂ 伊藤　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

保育士 Ｃ 藤井　○○ ① 休 ① 休 休 ① 休 ① 休 ① 休 休 ① 休 ① 休 ① 休 休 ① 休 ① 休 ① 休 休 ① 休 36 9.0 

保育士 Ｃ 清水　○○ 休 ① 休 休 休 休 ① 休 ① 休 休 休 休 ① 休 ① 休 休 休 休 ① 休 ① 休 休 休 休 ① 24 6.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ 休 休 休 休 ① 休 休 休 休 3 0.8 
機能訓練担当職

員（理学療法

士）

Ａ 中西　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

【職員の支援提供時間の区分】 【事業所のサービス提供時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表２　（事業の種類別）
児童発達支援

（令和年７年10月分） 多機能型事業所MiMi
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 9:00～12:00 (3時間） 曜日 時間

常勤専従（経験５年以上） 田中 9:00～12:00 3時間 月～金 9:00～12:00
常勤専従（経験５年未満） 月～金 9:00～12:00

常勤換算（経験５年以上）

常勤換算（経験５年未満）

その他従業者

専門的支援体制加算 中西

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４

週

の

合

計

週
平
均

の
勤
務

時
間

児
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員
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算
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分

体調不良

休み

事業の種類（　 ）
事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

管理者・児発管 Ｂ 伊藤　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

保育士 Ｃ 藤井　○○ ① 休 ① 休 休 ① 休 ① 休 ① 休 休 ① 休 ① 休 ① 休 休 ① 休 ① 休 ① 休 休 ① 休 36 9.0 

保育士 Ｃ 清水　○○ 休 ① 休 休 休 休 ① 休 ① 休 休 休 休 ① 休 ① 休 休 休 休 ① 休 ① 休 休 休 休 ① 24 6.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ 休 休 休 休 ① 休 休 休 休 3 0.8 
機能訓練担当職

員（理学療法

士）

Ａ 中西　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

【職員の支援提供時間の区分】 【事業所のサービス提供時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表２　（事業の種類別）
児童発達支援

（令和年７年10月分） 多機能型事業所MiMi
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 9:00～12:00 (3時間） 曜日 時間

常勤専従（経験５年以上） 田中 9:00～12:00 3時間 月～金 9:00～12:00
常勤専従（経験５年未満） 月～金 9:00～12:00

常勤換算（経験５年以上）

常勤換算（経験５年未満）

その他従業者

専門的支援体制加算 中西

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４
週

の

合
計

週
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均

の
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務

時
間

児
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指
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員

等
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配

加

算

区

分

体調不良

休み

事業の種類（　 ）
事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

管理者・児発管 Ｂ 伊藤　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

保育士 Ｃ 藤井　○○ ① 休 ① 休 休 ① 休 ① 休 ① 休 休 ① 休 ① 休 ① 休 休 ① 休 ① 休 ① 休 休 ① 休 36 9.0 

保育士 Ｃ 清水　○○ 休 ① 休 休 休 休 ① 休 ① 休 休 休 休 ① 休 ① 休 休 休 休 ① 休 ① 休 休 休 休 ① 24 6.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ 休 休 休 休 ① 休 休 休 休 3 0.8 
機能訓練担当職

員（理学療法

士）

Ａ 中西　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

【職員の支援提供時間の区分】 【事業所のサービス提供時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表２　（事業の種類別）
児童発達支援

（令和年７年10月分） 多機能型事業所MiMi
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 9:00～12:00 (3時間） 曜日 時間

常勤専従（経験５年以上） 田中 9:00～12:00 3時間 月～金 9:00～12:00
常勤専従（経験５年未満） 月～金 9:00～12:00

常勤換算（経験５年以上）

常勤換算（経験５年未満）

その他従業者

専門的支援体制加算 中西

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４
週

の

合
計

週
平
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体調不良

休み

13



４. 急遽休みが出た場合の配置

勤務形態一覧表２(事業の種類別)

事業の種類（　 ）
事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

管理者・児発管 Ｂ 伊藤　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

保育士 Ｃ 藤井　○○ 休 休 休 休 休 休 休 ③ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 4 1.0 

保育士 Ｃ 清水　○○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ① 休 休 休 休 休 休 休 休 休 0 0.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① 休 ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 
機能訓練担当職

員（理学療法

士）

Ａ 中西　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

【職員の支援提供時間の区分】 【事業所のサービス提供時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表２　（事業の種類別）
放課後等デイサービス

（令和７年10月分） 多機能型事業所MiMi
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 9:00～12:00 (3時間） 曜日 時間

常勤専従（経験５年以上） 田中 14:30～17:30 3時間 月～金 9:00～12:00
常勤専従（経験５年未満） 9:00～16:00 6時間 月～金 14:30～17:30

常勤換算（経験５年以上） 9:00～13:00 4時間 学校休業日 9:00～16:00

常勤換算（経験５年未満）

その他従業者

専門的支援体制加算 中西

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４

週

の

合

計

週
平
均

の
勤
務

時
間

児

童

指

導

員

等
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配

加

算

区

分

体調不良

休み

事業の種類（　 ）
事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

管理者・児発管 Ｂ 伊藤　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

保育士 Ｃ 藤井　○○ 休 休 休 休 休 休 休 ③ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 4 1.0 

保育士 Ｃ 清水　○○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ① 休 休 休 休 休 休 休 休 休 0 0.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① 休 ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 
機能訓練担当職

員（理学療法

士）

Ａ 中西　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

【職員の支援提供時間の区分】 【事業所のサービス提供時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表２　（事業の種類別）
放課後等デイサービス

（令和７年10月分） 多機能型事業所MiMi
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 9:00～12:00 (3時間） 曜日 時間

常勤専従（経験５年以上） 田中 14:30～17:30 3時間 月～金 9:00～12:00
常勤専従（経験５年未満） 9:00～16:00 6時間 月～金 14:30～17:30

常勤換算（経験５年以上） 9:00～13:00 4時間 学校休業日 9:00～16:00

常勤換算（経験５年未満）

その他従業者

専門的支援体制加算 中西

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４

週
の

合

計

週
平
均

の
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務
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児
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指
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員
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分

体調不良

休み

事業の種類（　 ）
事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

管理者・児発管 Ｂ 伊藤　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

保育士 Ｃ 藤井　○○ 休 休 休 休 休 休 休 ③ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 4 1.0 

保育士 Ｃ 清水　○○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ① 休 休 休 休 休 休 休 休 休 0 0.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① 休 ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 
機能訓練担当職

員（理学療法

士）

Ａ 中西　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 60 15.0 

【職員の支援提供時間の区分】 【事業所のサービス提供時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表２　（事業の種類別）
放課後等デイサービス

（令和７年10月分） 多機能型事業所MiMi
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 9:00～12:00 (3時間） 曜日 時間

常勤専従（経験５年以上） 田中 14:30～17:30 3時間 月～金 9:00～12:00
常勤専従（経験５年未満） 9:00～16:00 6時間 月～金 14:30～17:30

常勤換算（経験５年以上） 9:00～13:00 4時間 学校休業日 9:00～16:00

常勤換算（経験５年未満）

その他従業者

専門的支援体制加算 中西

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４

週
の

合

計

週
平
均

の
勤
務

時
間

児

童

指

導

員

等

加

配

加

算

区

分

体調不良

休み

手順1：サービス提供時間を通じて職員が配置されているか確認。

　Point！通常基準人員となっている職員が休暇を取得しているため、

　　　　  サービス提供時間を通じて基準人員を配置するには、加配対象職員
　　　　  (田中さん)を基準人員とする。
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勤務形態一覧表１(事業所全体)

手順2：事業種別(勤務形態一覧表2)で基準人員としたところに印をつける。

事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

管理者・児発管 Ｂ 伊藤　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

保育士 Ｃ 藤井　○○ ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 48 12.0 

保育士 Ｃ 清水　○○ 休 ② 休 休 休 休 ② 休 ② 休 休 休 休 ② 休 ① 休 休 休 休 ② 休 ② 休 休 休 休 ② 36 9.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ① ③ ③ 休 ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ 80 20.0 
機能訓練担当職

員（理学療法

士）

Ａ 中西　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

【職員の勤務時間の区分】 【事業所の営業時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表１　（事業所全体）

（令和７年10月分） 多機能型事業所MiMi
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 8:30～17:00 (7.5時間） 曜日 時間
常勤専従（経験５年以上） 田中 9:00～18:00 8時間 月～金 9：00～18：00
常勤専従（経験５年未満） 9:00～13:00 4時間 月～金 9:00～18:00

常勤換算（経験５年以上） 14:00～18:00 4時間
常勤換算（経験５年未満）

その他従業者

専門的支援体制加算 中西

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４

週

の

合

計

週
平
均

の
勤
務

時
間

児

童

指

導

員

等

加

配

加

算

区

分

事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

管理者・児発管 Ｂ 伊藤　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

保育士 Ｃ 藤井　○○ ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 48 12.0 

保育士 Ｃ 清水　○○ 休 ② 休 休 休 休 ② 休 ② 休 休 休 休 ② 休 ① 休 休 休 休 ② 休 ② 休 休 休 休 ② 36 9.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ① ③ ③ 休 ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ 80 20.0 
機能訓練担当職

員（理学療法

士）

Ａ 中西　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

【職員の勤務時間の区分】 【事業所の営業時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表１　（事業所全体）

（令和７年10月分） 多機能型事業所MiMi
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 8:30～17:00 (7.5時間） 曜日 時間
常勤専従（経験５年以上） 田中 9:00～18:00 8時間 月～金 9：00～18：00
常勤専従（経験５年未満） 9:00～13:00 4時間 月～金 9:00～18:00

常勤換算（経験５年以上） 14:00～18:00 4時間
常勤換算（経験５年未満）

その他従業者

専門的支援体制加算 中西

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４

週
の

合

計

週
平
均

の
勤
務

時
間

児

童

指

導

員

等

加

配

加

算

区

分

☆基準人員及び加配職員について
　３.急遽休みが出た場合の配置
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手順3：加配加算の要件を満たしているかを確認。　
　Point！加配対象職員(田中さん)は12月９日に基準人員となっているため、9日

　　　　   の勤務時間は、加配加算の常勤換算計算に含めることはできない。
勤務形態一覧表１(事業所全体)

事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

管理者・児発管 Ｂ 伊藤　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

保育士 Ｃ 藤井　○○ ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 48 12.0 

保育士 Ｃ 清水　○○ 休 ② 休 休 休 休 ② 休 ② 休 休 休 休 ② 休 ① 休 休 休 休 ② 休 ② 休 休 休 休 ② 36 9.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ① ③ ③ 休 ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ 80 20.0 
機能訓練担当職

員（理学療法

士）

Ａ 中西　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

【職員の勤務時間の区分】 【事業所の営業時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表１　（事業所全体）

（令和７年10月分） 多機能型事業所MiMi
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 8:30～17:00 (7.5時間） 曜日 時間
常勤専従（経験５年以上） 田中 9:00～18:00 8時間 月～金 9：00～18：00
常勤専従（経験５年未満） 9:00～13:00 4時間 月～金 9:00～18:00

常勤換算（経験５年以上） 14:00～18:00 4時間
常勤換算（経験５年未満）

その他従業者

専門的支援体制加算 中西

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４

週
の

合

計

週
平
均

の
勤
務

時
間

児

童

指

導

員

等

加

配

加

算

区

分

加配の常勤換
算計算では

152時間

・基準人員となる日があるため、常勤専従を満たさない。
・常勤換算で１以上（常勤換算１＝勤務時間160時間）ない。
⇒いずれの区分も要件を満たさない。

事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

管理者・児発管 Ｂ 伊藤　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

保育士 Ｃ 藤井　○○ ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 ② 休 ② 休 休 ② 休 48 12.0 

保育士 Ｃ 清水　○○ 休 ② 休 休 休 休 ② 休 ② 休 休 休 休 ② 休 ① 休 休 休 休 ② 休 ② 休 休 休 休 ② 36 9.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ① ③ ③ 休 ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ 80 20.0 
機能訓練担当職

員（理学療法

士）

Ａ 中西　○○ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① 160 40.0 

【職員の勤務時間の区分】 【事業所の営業時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表１　（事業所全体）

（令和７年10月分） 多機能型事業所MiMi
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 8:30～17:00 (7.5時間） 曜日 時間
常勤専従（経験５年以上） 田中 9:00～18:00 8時間 月～金 9：00～18：00
常勤専従（経験５年未満） 9:00～13:00 4時間 月～金 9:00～18:00

常勤換算（経験５年以上） 14:00～18:00 4時間
常勤換算（経験５年未満）

その他従業者

専門的支援体制加算 中西

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４

週

の

合

計

週
平
均

の
勤
務

時
間

児

童

指

導

員

等

加

配

加

算

区

分

加配の常勤換
算計算では

152時間

・基準人員となる日があるため、常勤専従を満たさない。
・常勤換算で１以上（常勤換算１＝勤務時間160時間）ない。
⇒いずれの区分も要件を満たさない。

☆基準人員及び加配職員について
　３.急遽休みが出た場合の配置

16



研修７

減算事項について

1



①定員超過利用減算（障害児通所支援等）
対象サービス 障害児通所支援事業所等

①児童発達支援,医療型児童発達支
援（指定医療機関を除く。）,放課
後等デイサービス，共生型障害児通
所支援，基準該当通所支援

②障害児入所支援（指定医療
機関は除く）

1日あたりの利
用実績

利用定員50
人以下

利用定員51
人以上

1日の障害児数＞利用定員×150％ 1日の障害児数＞入所定員×110％
1日の障害児数＞利用定員+（利用
定員－50）×25％+25

1日の障害児数＞入所定員+（入所定
員－50）×5％+5

直近の過去3月
間の利用実績

利用定員11
人以下

利用定員12
人以上

過去3月間の延べ障害児数＞（利用
定員+３）×過去3月間の開所日数 過去3月間の延べ障害児数＞入所定

員×過去3月間の開所日数×105％過去3月間の延べ障害児数＞利用定
員×過去3月間の開所日数×125％

定員超過に該当する場合は、当該1日又は当該1月について障害児全員につき減算となります。所定単位の
70％（30％減算）

2



3



障害児通所支援事業所における定員超過利用減算対象確認シート 令和 年度分　　

　

★ 数字の入力方法や、⑧に表示される用語の意味については、「記載例・表示内容の説明」のシートもご確認ください。

令和 0 年度

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

① 延べ利用者数（人）（注１）

② 過去3月間の延べ利用者数（人） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③ 利用定員（人）

④ 開所日数（日）

⑤
利用定員×開所日数
（③×④）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑥ 受入可能延べ利用者数（人）（注２） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑦
過去3月間の受入可能延べ利用者
の合計数（人）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑧
定員超過利用減算の算定の要否
（②＞⑦＝減算必要）

error error error error error error error error error error error error

（注２）利用定員が12人以上の場合：「⑤×（125／100）」、「11人以下の場合：（③＋3）×④」

前年度

（注１）災害等やむを得ない事由により受け入れる障害児は、①の人数から除くことができる。ただし、「障害の特性や病状等のため欠席しがちで、定期的な利用を見込むこと
が難しい障害児」は、この取扱いの対象とはならない点に留意されたい（欠席しがちであっても、利用をする場合は障害児の数として計上する）。

※　例えば、４月に定員超過が生じたときは、２月、３月、５月、６月にも入力が必要。前年度の２月に定員超過が生じたときは、１月、３月、４月に入力が必要（欄が無い前年度12月以前は記入不要）。

※　本シートを作成する「定員超過が生じた場合」は、１日でも利用定員を超過した日があるときも含み、また、災害等やむを得ない事由により定員超過となっている場合も含めるものとする。

●　本様式により定員超過利用減算の算定が不要と確認した月であっても、当該月のうち、１日に利用定員の１５０％を超えるなど一定の範囲を超えて障害児を

受け入れた日がある場合には、当該日について定員超過利用減算の算定が必要となる点に留意すること。

提供単位（単位分けを行っている場合のみ記入）

●　定員超過利用減算は過去３ヶ月分の利用状況により算出するため、定員超過が生じた場合、当該月の前後２ヶ月についても利用者数等を入力すること。

事業所名

提供サービス名

水色のセルに入力をし

てください。

（色のないセルは自動

入力です。）
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②人員欠如減算

（ア）対象サービス
   児童発達支援（児童発達支援センター及び主に重症心身障

害児を通わせる事業所で行う場合を除く。）、放課後等デイ
サービス（主に重症心身障害児を通わせる場合を除く。）、
基準該当通所支援、居宅訪問型児童発達支援、保育所等訪問
支援

（イ）減算の取扱い
    児童発達支援管理責任者、保育士、児童指導員の欠如や常

勤、専従要件を満たしていない場合は、利用者（障害児）全
員について減算されます。
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対象者 欠如の状況 減算期間 減算内容 備考

児童発達支援管
理責任者

配置基準を満たして
いない

人員欠如した月の翌々月から
人員欠如が解消するに至った
月まで

基本報酬70％
（30％減算）

翌月の末日において
人員基準を満たすに
至っている場合を除
く減算が適用される月から連続し

て5月以上の月
基本報酬50％
（50％減算）

児童指導員
保育士

配置基準から1割を
超えて欠如

人員欠如した月の翌月から人
員欠如が解消されるに至った
月まで

基本報酬70％
（30％減算）

減算が適用される月から連続し
て3月以上の月

基本報酬50％
（50％減算）

児童指導員
保育士

配置基準から1割を
超えない欠如

人員欠如した月の翌々月から
人員欠如が解消されるに至っ
た月まで

基本報酬70％
（30％減算）

翌月の末日において
人員基準を満たすに
至っている場合を除
く減算が適用される月から連続し

て3月以上の月
基本報酬50％
（50％減算）

常勤または専従などの員数以外の要件を満
たしていない

人員欠如した月の翌々月から
人員欠如が解消されるに至っ
た月まで

基本報酬70％
（30％減算）

翌月の末日において
人員基準を満たすに
至っている場合を除
く減算が適用される月から連続し

て3月以上の月
基本報酬50％
（50％減算）
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③個別支援計画未作成減算

（ア）対象サービス
  児童発達支援、放課後等デイサービス、居宅訪問型児童発達支援、保育所等訪
問支援、障害児入所施設 （指定医療機関を除く。）

（イ）個別支援計画未作成の取扱い
・個別支援計画が未作成
・個別支援計画の作成に係る一連の業務が適切に行われていない
・該当する月から当該状態が解消されるに至った月の前月まで該当する利用者（障害児）につ
いて所定単位数の70％を算定（30％減算） 
・3月以上連続して当該状態が解消されない場合は， 3月目から50％を算定。
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④身体拘束廃止未実施減算
（ア）対象サービス
 児童発達支援、放課後等デイサービス、居宅訪問型児童発達支援、保育所等訪問
支援、障害児入所施設、共生型障害児通所支援 

（イ）身体拘束廃止未実施の取扱い
運営基準に「身体拘束等の禁止」の規定が設けられ，減算要件②～④が追加 
 ①身体拘束等に係る記録が行われていない場合。
 ②身体拘束適正化検討委員会が開催（年１回以上）されていない場合。
 ③身体拘束等の適正化の指針が整備されていない場合。
 ④身体拘束等の適正化のための研修が実施（年１回以上）されていない場合。
  ①～④のいずれかに該当する場合，利用者全員について基本報酬を減算（５
単位/日）します。 （ただし，②～④は令和5年4月から適用）                    
身体拘束を行っていない場合でも②～④は取り組む必要があります。
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⑤虐待防止措置未実施減算

（ア）対象となるサービス
児童発達支援、放課後等デイサービス、居宅訪問型児童発達支援、保育所等訪
問支援、障害児入所支援、障害児相談支援、共生型障害児通所支援、基準該当
通所支援（みなし基準該当通所支援を除く。）

（イ）虐待防止措置未実施減算の取り扱い
①虐待防止委員会を年1回以上開催していない（法人単位での設置・開催可能、
身体拘束適正化検討委員会との一体的運営も可）
②虐待防止のための研修を年1回以上実施していない
③虐待防止措置担当者を配置していない
①～③の事項が発生した場合所定単位数の1%に相当する単位数を所定単位数か
ら減算
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⑥支援プログラム未公表減算

（ア）対象サービス
児童発達支援、放課後等デイサービス、居宅訪問型児童発達支援、共生型障害
児通所支援 、基準該当通所支援

（イ）支援プログラム未公表減算の取り扱い
・指定通所基準に基づく支援プログラムを策定し、公表しなければならない
・公表方法はインターネット等で広く公表し、公表方法・内容は都道府県に届
出
・届出がされていない月から届出までの期間、障害児全員に減算適用
算定される単位所定単位数の85%を算定（15％減算）
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⑦情報公表対象サービス等情報未報告減算
（ア）対象サービス
児童発達支援、放課後等デイサービス、居宅訪問型児童発達支援、保
育所等訪問支援、障害児入所支援、障害児相談支援、共生型障害児通
所支援
（イ）情報公表対象サービス等情報未報告減算の取り扱い
・児童福祉法第33条の18に基づく情報公表対象サービス等情報の報告が適切
に行われていない場合
・報告が行われていない月の翌月から、報告が再開されるまでの期間、利用者
全員について減算適用
障害児入所支援：所定単位数の10%を減算
児童発達支援、放課後等デイサービス、居宅訪問型児童発達支援、保育所等訪問支援、障害児相談支援、共生
型障害児通所支援： 所定単位数の5%を減算

11



⑧業務継続計画未策定減算
（ア）対象サービス
児童発達支援、放課後等デイサービス、居宅訪問型児童発達支援、保育所
等訪問支援、障害児入所支援、障害児相談支援、共生型障害児通所支援、
基準該当通所支援

（イ）業務継続計画未策定減算の取り扱い
・指定通所基準等に基づく業務継続計画の策定および必要措置がなされて
いない場合に適用
・事実が生じた翌月から、基準が満たされるまでの期間、利用者全員につ
いて減算

障害児入所支援：所定単位数の3%を減算
児童発達支援、放課後等デイサービス、居宅訪問型児童発達支援、保育所等訪問支援、障害児
相談支援、共生型障害児通所支援、基準該当通所支援： 所定単位数の1%を減算
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その他の減算

• 開所時間減算【児童発達支援，医療型児童発達支援，
放課後等デイサービス】

• 自己評価結果等未公表減算【児童発達支援，放課後
等デイサービス，共生型障害児通所支援，基準該当
通所支援 】
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研修８

障害児通所支援事業所の
加算について

1



以下及び次のスライドに掲げる加算は、算定する月の前月15日までに指定権者
に体制届を提出する必要があります。

○ 指定権者への届出が必要な加算について

児童発達支援 放課後等デイサービス 居宅訪問型児童発達支援 保育所等訪問支援

児童指導員等加配加算 児童指導員等加配加算 訪問支援員特別加算 訪問支援員特別加算

看護職員加配加算 看護職員加配加算 多職種連携支援加算 多職種連携支援加算

福祉専門職員配置等加算 福祉専門職員配置等加算 強度行動障害児支援加算 強度行動障害児支援加算

栄養士配置加算 強度行動障害児支援加算

食事提供加算 送迎加算

強度行動障害児支援加算 延長支援加算

送迎加算 専門的支援体制加算

延長支援加算 専門的支援実施加算

専門的支援体制加算 中核機能強化事業所加算
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児童発達支援 放課後等デイサービス 居宅訪問型児童発達支援 保育所等訪問支援

専門的支援実施加算 個別サポート加算（Ⅰ）
（一定要件）

中核機能強化加算 視覚・聴覚・言語機能障害
児支援加算

中核機能強化事業所加算 人工内耳装用児支援加算

視覚・聴覚・言語機能障害
児支援加算

入浴支援加算

人工内耳装用児支援加算 共生型サービス体制強化加
算

入浴支援加算 共生型サービス医療的ケア
児支援加算

共生型サービス体制強化加
算

共生型サービス医療的ケア
児支援加算

※ 加算の区分を下げたり、減算を算定する場合は期限の縛りなし。発覚後速やかに体制届の提出
が必要。
※ 加算・減算に影響のない人事異動については体制届は不要。
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○ 体制届の提出・記載方法について

例： 放課後等デイサービスを行う事業所で、10月から、児童指導員等加配加算の「常 
  勤専従（経験５年以上）」を算定する場合

※ 広島県電子申請システムを利用している自治体を指定権者とする事業所の例です。

Step１ 提出期限を確認する

10月から新規に加算を算定するため、提出期限は前月の15日である９月15日となる。

Step２ 提出書類を確認する

① 県HP記載の体制届提出専用URLから電子申請システムにログインし、体制届の様式 
 をDLする。
【URL】https://apply.e-tumo.jp/pref-hiroshima-u/offer/offerList_detail?tempSeq=7192

② 体制届内にある「別表３」を参考に、加算算定に必要な書類を確認する。

4
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例の場合、別表３によると、

・様式２－１
・様式２－２
・様式２－３（１）
・様式２－３（２）
・様式２－３（３）

に加えて

・様式２－５（１）

の提出が必要。

【別表３】（一部抜粋）

【令和7年度　加算】

児
童
発
達
支
援

（
セ
ン
タ
ー

）

児
童
発
達
支
援

（
セ
ン
タ
ー
以
外

）

旧
医
療
型
児
童
発
達
支
援

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援

保
育
所
等
訪
問
支
援

福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設

医
療
型
障
害
児
入
所
施
設

障害児（通所・入所）給付費算定に係る体制等に関する届出書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ２－１

障害児通所・入所給付費の算定に係る体制等状況一覧表 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ２－２

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表１　（事業所全体） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ２－３(１)

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表２　（事業の種類別） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ２－３(２)

従業者免許・資格等一覧表 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ２－３(３)

報酬算定区分に関する届出書（児童発達支援） △ ２－４(１)

（別添）医療的ケア区分に応じた基本報酬の算定に関する届出書 △ △ ２－４(２)

児童指導員等加配加算に関する届出書（通所） △△△ ２－５(１)

専門的支援体制加算に関する届出書 △△△ ２－５(２)

専門的支援実施加算に関する届出書 △△△ ２－５(３)

児童指導員等加配加算に関する届出書（福祉型障害児入所施設） △ ２－６

福祉専門職員配置等加算に関する届出書 △ △ △ △ △ △ ２－７

看護職員加配加算に関する届出書 △△△ ２－８(１)

障害児（通所・入所）給付費算定に係る体制等に関する届出関係書類一覧

通所 入所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サービス等の種類

　　　提出する書類

備考 様式
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Step３ 書類を作成する

変更の内容（変更の場合に記入）

変更前 変更後

児童発達支援

旧医療型児童発達支援

放課後等デイサービス 〇 変更 10月1日

居宅訪問型児童発達支援

保育所等訪問支援

福祉型障害児入所施設

医療型障害児入所施設

関係書類 別紙のとおり

一体的に管理運営を
行う事業等の種類

実施

事業等 異動等の区分 異動年月日

通
所

入
所

届
出
を
行
う
事
業
所
・
施
設
の
種
類

児童指導員等加配
加算なし

児童指導員等加配
加算

常勤専従（経験５
年以上）

今回届出を行うサービスに○
多機能型事業所の場合、該当するサービス全てに○①様式２－１
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Step３ 書類を作成する

変更の内容（変更の場合に記入）

変更前 変更後

児童発達支援

旧医療型児童発達支援

放課後等デイサービス 〇 変更 10月1日

居宅訪問型児童発達支援

保育所等訪問支援

福祉型障害児入所施設

医療型障害児入所施設

関係書類 別紙のとおり

一体的に管理運営を
行う事業等の種類

実施

事業等 異動等の区分 異動年月日

通
所

入
所

届
出
を
行
う
事
業
所
・
施
設
の
種
類

児童指導員等加配
加算なし

児童指導員等加配
加算

常勤専従（経験５
年以上）

取得する加算を変更する届出のため、「変更」を選択。「新規」は、
指定を受ける際に初めて体制届を提出する時に選択。

①様式２－１
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Step３ 書類を作成する

変更の内容（変更の場合に記入）

変更前 変更後

児童発達支援

旧医療型児童発達支援

放課後等デイサービス 〇 変更 10月1日

居宅訪問型児童発達支援

保育所等訪問支援

福祉型障害児入所施設

医療型障害児入所施設

関係書類 別紙のとおり

一体的に管理運営を
行う事業等の種類

実施

事業等 異動等の区分 異動年月日

通
所

入
所

届
出
を
行
う
事
業
所
・
施
設
の
種
類

児童指導員等加配
加算なし

児童指導員等加配
加算

常勤専従（経験５
年以上）

加算の算定開始日を記載する。①様式２－１
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Step３ 書類を作成する

変更の内容（変更の場合に記入）

変更前 変更後

児童発達支援

旧医療型児童発達支援

放課後等デイサービス 〇 変更 10月1日

居宅訪問型児童発達支援

保育所等訪問支援

福祉型障害児入所施設

医療型障害児入所施設

関係書類 別紙のとおり

一体的に管理運営を
行う事業等の種類

実施

事業等 異動等の区分 異動年月日

通
所

入
所

届
出
を
行
う
事
業
所
・
施
設
の
種
類

児童指導員等加配
加算なし

児童指導員等加配
加算

常勤専従（経験５
年以上）

今回変更が生じる加算について、現状を
記載する。①様式２－１

今回変更が生じる加算について、変更後の内容を記載する。複
数ある場合は全て記入する。
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Step３ 書類を作成する

②様式２－２

定員超過 １．なし 令和7年4月1日

開所時間減算 １．なし 令和7年4月1日

開所時間減算区分（※2）

職員欠如 １．なし 令和7年4月1日

児童発達支援管理責任者欠如 １．なし 令和7年4月1日

自己評価結果等未公表減算 １．なし 令和7年4月1日

支援プログラム未公表減算 １．なし 令和7年4月1日

身体拘束廃止未実施 １．なし 令和7年4月1日

虐待防止措置未実施 １．なし 令和7年4月1日

業務継続計画未策定 １．なし 令和7年4月1日

情報公表未報告 １．なし 令和7年4月1日

児童指導員等加配体制 ６．常勤専従（経験５年以上） 令和8年10月1日

看護職員加配体制（重度） １．なし 令和7年4月1日

福祉専門職員配置等 １．なし 令和7年4月1日

強度行動障害児支援加算体制 １．なし 令和7年4月1日

送迎体制 ２．あり 令和7年4月1日

送迎体制（重度） １．なし 令和7年4月1日

送迎体制（医ケア） １．なし 令和7年4月1日

延長支援体制 ２．あり 令和7年12月1日

専門的支援加算体制 １．なし 令和7年4月1日

中核機能強化事業所加算対象 １．なし 令和7年4月1日

個別サポート体制（Ⅰ） １．なし 令和7年4月1日

視覚・聴覚等支援体制 １．なし 令和7年4月1日

人工内耳装用児支援体制 １．なし 令和7年4月1日

入浴支援体制 １．なし 令和7年4月1日

指定管理者制度適用区分 １．非該当 令和7年4月1日

共生型サービス対象区分 １．非該当 令和7年4月1日

共生型サービス体制強化（※4） １．非該当 令和7年4月1日

共生型サービス体制強化（医療的ケア）（※4） １．なし 令和7年4月1日

地域生活支援拠点等 １．非該当 令和7年4月1日

放課後等デイ
サービス

10
１．重症心身障
害以外

適用開始日
提供サービス

特例による指定
の有無

定員規模
（※1）

施設等区分 主たる障害種別 その他該当する体制等

事業所の定員、対象とする障害種別（重症心身障害児か、
重症心身障害児以外か）を記載する。※記入漏れが多い
ため注意

10



Step３ 書類を作成する

②様式２－２

定員超過 １．なし 令和7年4月1日

開所時間減算 １．なし 令和7年4月1日

開所時間減算区分（※2）

職員欠如 １．なし 令和7年4月1日

児童発達支援管理責任者欠如 １．なし 令和7年4月1日

自己評価結果等未公表減算 １．なし 令和7年4月1日

支援プログラム未公表減算 １．なし 令和7年4月1日

身体拘束廃止未実施 １．なし 令和7年4月1日

虐待防止措置未実施 １．なし 令和7年4月1日

業務継続計画未策定 １．なし 令和7年4月1日

情報公表未報告 １．なし 令和7年4月1日

児童指導員等加配体制 ６．常勤専従（経験５年以上） 令和8年10月1日

看護職員加配体制（重度） １．なし 令和7年4月1日

福祉専門職員配置等 １．なし 令和7年4月1日

強度行動障害児支援加算体制 １．なし 令和7年4月1日

送迎体制 ２．あり 令和7年4月1日

送迎体制（重度） １．なし 令和7年4月1日

送迎体制（医ケア） １．なし 令和7年4月1日

延長支援体制 ２．あり 令和7年12月1日

専門的支援加算体制 １．なし 令和7年4月1日

中核機能強化事業所加算対象 １．なし 令和7年4月1日

個別サポート体制（Ⅰ） １．なし 令和7年4月1日

視覚・聴覚等支援体制 １．なし 令和7年4月1日

人工内耳装用児支援体制 １．なし 令和7年4月1日

入浴支援体制 １．なし 令和7年4月1日

指定管理者制度適用区分 １．非該当 令和7年4月1日

共生型サービス対象区分 １．非該当 令和7年4月1日

共生型サービス体制強化（※4） １．非該当 令和7年4月1日

共生型サービス体制強化（医療的ケア）（※4） １．なし 令和7年4月1日

地域生活支援拠点等 １．非該当 令和7年4月1日

放課後等デイ
サービス

10
１．重症心身障
害以外

適用開始日
提供サービス

特例による指定
の有無

定員規模
（※1）

施設等区分 主たる障害種別 その他該当する体制等

今回変更する加算だけでなく、異動日時点における加算
の算定状況を全て記載する。

11



Step３ 書類を作成する

②様式２－２

定員超過 １．なし 令和7年4月1日

開所時間減算 １．なし 令和7年4月1日

開所時間減算区分（※2）

職員欠如 １．なし 令和7年4月1日

児童発達支援管理責任者欠如 １．なし 令和7年4月1日

自己評価結果等未公表減算 １．なし 令和7年4月1日

支援プログラム未公表減算 １．なし 令和7年4月1日

身体拘束廃止未実施 １．なし 令和7年4月1日

虐待防止措置未実施 １．なし 令和7年4月1日

業務継続計画未策定 １．なし 令和7年4月1日

情報公表未報告 １．なし 令和7年4月1日

児童指導員等加配体制 ６．常勤専従（経験５年以上） 令和8年10月1日

看護職員加配体制（重度） １．なし 令和7年4月1日

福祉専門職員配置等 １．なし 令和7年4月1日

強度行動障害児支援加算体制 １．なし 令和7年4月1日

送迎体制 ２．あり 令和7年4月1日

送迎体制（重度） １．なし 令和7年4月1日

送迎体制（医ケア） １．なし 令和7年4月1日

延長支援体制 ２．あり 令和7年12月1日

専門的支援加算体制 １．なし 令和7年4月1日

中核機能強化事業所加算対象 １．なし 令和7年4月1日

個別サポート体制（Ⅰ） １．なし 令和7年4月1日

視覚・聴覚等支援体制 １．なし 令和7年4月1日

人工内耳装用児支援体制 １．なし 令和7年4月1日

入浴支援体制 １．なし 令和7年4月1日

指定管理者制度適用区分 １．非該当 令和7年4月1日

共生型サービス対象区分 １．非該当 令和7年4月1日

共生型サービス体制強化（※4） １．非該当 令和7年4月1日

共生型サービス体制強化（医療的ケア）（※4） １．なし 令和7年4月1日

地域生活支援拠点等 １．非該当 令和7年4月1日

放課後等デイ
サービス

10
１．重症心身障
害以外

適用開始日
提供サービス

特例による指定
の有無

定員規模
（※1）

施設等区分 主たる障害種別 その他該当する体制等

全ての加算減算事項について、その適用開始年月日を記
載する。

12



Step３ 書類を作成する

③様式２－３（１）
新しく加算を算定する月の勤務形態一覧表を作成する。

様式２－３（１）

事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
管理者・児童指

導員
Ｂ 伊藤　○○ ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① 160 40.0 

児童発達支援管

理責任者
Ａ 廣島　○○ ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① 160 40.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① 160 40.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① 160 40.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ ③ ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ① ③ ③ ③ 休 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ ③ 80 20.0 
機能訓練担当職

員
Ａ 中西　○○ ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① 160 40.0 

【職員の勤務時間の区分】 【事業所の営業時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表１　（事業所全体）

（令和８年10月分） 放課後等デイサービス広島
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 8:30～17:00 (7.5時間） 曜日 時間
常勤専従（経験５年以上） 田中　○○ 9:00～18:00 8時間 月～金 9：00～18：00
常勤専従（経験５年未満） 9:00～13:00 4時間 月～金 9:00～18:00

常勤換算（経験５年以上） 14:00～18:00 4時間
常勤換算（経験５年未満）

その他従業者

専門的支援体制加算

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４

週

の

合

計

週
平
均

の
勤
務

時
間

児

童

指

導

員

等

加

配

加

算

区

分
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Step３ 書類を作成する

③様式２－３（１）
児童指導員等加配加算又は専門的支援体制加算の算定をする
（している）場合のみ、表に加算の対象となる職員の氏名を
記入する。

様式２－３（１）

事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
管理者・児童指

導員
Ｂ 伊藤　○○ ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① 160 40.0 

児童発達支援管

理責任者
Ａ 廣島　○○ ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① 160 40.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① 160 40.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① 160 40.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ ③ ③ 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ① ③ ③ ③ 休 休 休 ③ ③ ③ ③ ③ 休 休 ③ ③ ③ 80 20.0 
機能訓練担当職

員
Ａ 中西　○○ ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① 160 40.0 

【職員の勤務時間の区分】 【事業所の営業時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表１　（事業所全体）

（令和８年10月分） 放課後等デイサービス広島
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 8:30～17:00 (7.5時間） 曜日 時間
常勤専従（経験５年以上） 田中　○○ 9:00～18:00 8時間 月～金 9：00～18：00
常勤専従（経験５年未満） 9:00～13:00 4時間 月～金 9:00～18:00

常勤換算（経験５年以上） 14:00～18:00 4時間
常勤換算（経験５年未満）

その他従業者

専門的支援体制加算

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４

週

の

合

計

週
平
均

の
勤
務

時
間

児

童

指

導

員

等

加

配

加

算

区

分
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Step３ 書類を作成する

④様式２－３（２）

様式２－３（２）

事業の種類（　 ）
事業所名（　 ）

職  　種 氏　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

管理者 Ｂ 伊藤　○○ ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ④ ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① 60 15.0 

児童指導員 Ｂ 伊藤　○○ 休 休 休 休 ⑤ ① 休 休 休 休 60 15.0 

児童発達支援
管理責任者

Ａ 廣島　○○ ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① 60 15.0 

保育士 Ａ 田中　○○ ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ③ ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① 60 15.0 

児童指導員 Ａ 石田　○○ ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① 60 15.0 

児童指導員 Ｃ 山本　○○ ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ③ ① ① ① 休 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① 60 15.0 

機能訓練担当
職員（理学療
法士）

Ａ 中西　○○ ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ② ① ① ① ① 休 休 ① ① ① ① ① 休 休 ① ① ① 60 15.0 

【職員の支援提供時間の区分】 【事業所のサービス提供時間】

例

① 例

② ①

③ ②

④ ③

⑤ ④

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表２　（事業の種類別）
放課後等デイサービス

（令和８年10月分） 放課後等デイサービス広島
第　１　週 第　２　週 第　３　週 第　４　週

児童指導員等加配加算等を算定する場合には、算定対象
者を記載すること

対象者氏名 9:00～12:00 (3時間） 曜日 時間

常勤専従（経験５年以上） 田中　○○ 14:30～17:30 3時間 月～金 9:00～12:00
常勤専従（経験５年未満） 9:00～12:0013:00～16:00 6時間 月～金 14:30～17:30

常勤換算（経験５年以上） 9:00～11:0012:00～16:00 6時間 学校休業日 9:00～16:00

常勤換算（経験５年未満） 9:00～11:0014:00～16:00 4時間

その他従業者 11:00～13:00 2時間

専門的支援体制加算

勤

務

形

態

育

児

介

護

治

療

４

週

の

合

計

週
平
均

の
勤
務

時
間

児

童

指

導

員

等

加

配

加

算

区

分

勤務形態一覧表２も同様に作成する。

15



Step３ 書類を作成する

⑤様式２－３（３）

様式２－３（３）

職　　種 性別

1 男

2

3

4

5 男

6 女

7 男

8 女

注１　免許・資格が必要な従業者全員について記入してください。

注２　「免許・資格名」欄は，職務に関係するもののみ記入してください。

注３　免許・資格・研修修了等が確認できる書類の写しを添付してください。

従業者免許・資格等一覧表

事業所・施設の名称 放課後等デイサービス広島

従業者氏名 免許・資格名 取得年月日 備考

管理者・児童指導員 伊藤　○○ 社会福祉士 平成○年○月○日

相談支援従事者初任者研修 令和○年○月○日

児発管基礎研修 令和○年○月○日

児発管実践研修 令和○年○月○日

保育士 田中　○○ 保育士資格 平成○年○月○日

児童指導員 石田　○○ 幼稚園教諭 平成○年○月○日

児童指導員 山本　○○ 学士（心理学） 令和○年○月○日

機能訓練担当職員 中西　○○ 理学療法士 平成○年○月○日

児童発達支援管理責任者 廣島　○○ 女

勤務形態一覧表に記載した職員の資格を記載
する。

また、根拠となる資格証等をPDF等で添付す
る。

今回、田中さんが児童指導員等加配加算の常
勤専従（経験５年以上）の対象者のため、要
件を満たす実務経験証明書も添付する必要が
ある。
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Step４ 書類を提出する

 Step３で作成した書類を、県HPに掲載している体制届提出用URLから電子申請システムにアク
セスし、提出する。
 不備がある場合、指定権者から修正依頼があるため、対応する。

※ 修正の度に新しく届出を提出するケースが散見されます。必ず電子
 申請システムの修正機能を利用してください。修正機能の利用手順は 
 以下のとおりです。
 ① 電子申請システムにログインする
 ② 画面右上にある「申込状況確認」を押下する
 ③ 現在申請している届出の一覧が表示されるため、修正したい手続
  きの「詳細」ボタンを押下する
 ④ 下方にある「修正する」ボタンから修正を行う

17



【主な要件】
・ 基準人員に加え、児童指導員等又はその他の従業員を１以上配置（常勤専従・常勤換算）していること
・ 「児童指導員等」とは、児童指導員、保育士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、手話通訳士、手話通訳者、     
 特別支援学校免許取得者、心理担当職員、視覚障害児支援担当職員、強度行動障害支援者養成研修（基礎研修）修 
 了者
・ 勘案する経験年数は、児童福祉事業（幼稚園、特別支援学校、特別支援学級、通級による指導での教育を含む） 
 に従事した経験年数とする。なお、本加算における経験年数は、資格取得又はその職種として配置された以後の経 
 験に限らないものとする

○ 常勤換算の場合、児童指導員等とその他の従業者、経験年数５年以上の者と5年未満の者を組み合わせて配置する 
 場合、低い区分の単位を算定する。

○ 本加算は常時見守りが必要な障害児への支援等の強化を目的としていることから、算定の対象となる児童指導員 
 等及びその他の従業者については、サービス提供時間帯を通じて事業所で直接支援にあたることを基本とする。 

１ 児童指導員等加配加算 〔児童発達支援（センター）、放課後等デイサービス〕
○ 経験ある人材の活用・評価を推進する観点から、配置形態（常勤・非常勤等）や経験年数に応じた評価を行う。 

ポイント

【参照法令等】 
報酬告示：第１の１の注８（児発）、第３の１の注７（放デイ） 18



○  専門的支援体制加算及び専門的支援実施加算は、理学療法士等による支援が必要な障害児への専門的な支援の強化を図るために、基準の 
 人員に加え、理学療法士等の専門職員を配置している場合（体制加算）及び、専門職員による個別・集中的な支援を計画的に実施した場合
 （実施加算）に、それぞれ算定するもの(両加算を併せてとることが可能）
【主な要件】
＜専門的支援体制加算＞
・ 基準の人員に加え、専門職員として理学療法士等（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、保育士（※）、児童指導員（※）、心理担当   
 職員（心理学修了等）又は視覚障害児支援担当職員（研修修了等））を１以上配置（常勤換算）していること
                     （※）保育士・児童指導員は資格取得・任用から５年以上児童福祉事業に従事したものに限る
＜専門的支援実施加算＞
・ 理学療法士等を配置（常勤換算でなく単なる配置で可。基準人員等によることも可）し、個別支援計画を踏まえ、理学療法士等が、専門
 性に基づく評価・計画に則った５領域のうち特定（又は複数）の領域に重点を置いた支援を行うための専門的支援実施計画を作成し、当該
 計画に基づき支援を行うこと。なお、専門的支援は個別での実施を基本としつつ、個々のニーズを踏まえた支援を確保した上で、小集団 
 （５名程度まで）又は基準人員を配置した上での小集団（２まで）の組み合わせによる実施も可とする。また、専門的支援の時間は同日の
 支援時間の全てとする必要はないが、３０分以上を確保すること
・ 計画の実施状況の把握を行うとともに、対象児の生活全般の質を向上させるための課題を把握し、必要に応じて計画の見直しを行うこと
・ 計画の作成・見直しに当たって、対象児及び保護者に対し説明するとともに同意を得ること
・ 対象児ごとの支援記録を作成すること

〇 専門的実施加算について、当該事業所における対象児の月利用日数に応じて月の算定限度回数を設定
 児 童 発 達 支 援 ：月利用日数12日未満→４回  月利用日数12日以上→６回
 放課後等デイサービス：月利用日数６日未満→２回  月利用日数６日以上12日未満→４回 月利用日数12日以上→６回

２ 専門的支援体制加算／専門的支援実施加算〔児童発達支援（センター）、放課後等デイサービス〕
○ 専門的な支援を提供する体制と、専門人材による個別・集中的な支援の計画的な実施について評価を行う。 

ポイント

【参照法令等】 
報酬告示：第１の１の注９、８（児発）、第３の１の注８，６（放デイ） 19



○  本加算は、障害児の家族（きょうだいを含む。）等に対して、加算(Ⅰ)は、訪問、事業所等での対面若 しくはオンラインで個別
に、加算(Ⅱ)は、事業所等での対面若しくはオンラインでグループにより、相談援助等を行った場合に算定するもの
【主な要件】
・ あらかじめ通所給付決定保護者の同意を得た上で、個別支援計画に位置付けて、従業者が計画的に実施すること
・ 相談援助は３０分以上行うこと（訪問は短時間でも相談援助を行う必要がある場合や家族側の事情による場合は３０分未満も可。 
 事業所等・オンラインは３０分未満の場合は算定不可）
・ 相談内容の要点等に関する記録を行うこと
・ オンラインの場合、原則としてカメラ有で実施すること（家族側の通信環境等の事情によりやむを得ない場合はこの限りでない）
・ グループでの相談援助については、最大８世帯までを１組として行うこと。なお、グループでの相談援助はペアレントトレーニン
 グや保護者同士のピアの取組を想定しており、当該トレーニングの知識や、家族への支援等に一定の経験を有する職員の下で行うこ
 とが望ましい
〇  家族等への相談援助は、障害児が同席していない場合でも算定可能（ただし、必要な場合には同席の下で行うなど、効果的な支援
 となるよう努めること）
〇  加算(Ⅰ)について、保育所など、居宅・事業所以外の場で対面で個別に相談援助を行う場合は、「事業所等で対面」を算定するも
 のとする
〇  加算(Ⅰ)(Ⅱ)ともに、同一の日はそれぞれ１回に限り算定可（例えば、個別を同一の日に居宅訪問とオンラインで実施した場合、
 いずれかのみ算定可）
〇  個別とグループの相談援助を同一の日に実施した場合、加算（Ⅰ）と加算（Ⅱ）の併算定が可能
〇  多機能型事業所である場合には、同一の児に係る家族支援について、各サービスに係る家族支援加算の算定回数は通算するものと
 し、その合計数は月４回を限度とすること

３ 家族支援加算〔児童発達支援（センター）、放課後等デイサービス、居宅訪問型児童発達支援、保育所等訪問支
援〕
○ きょうだいも含む障害児の家族に対しての個別又はグループによる相談援助について評価を行
う
ポイント

【参照法令等】 
報酬告示：別表第１の２（児発）、別表第３の２（放デイ）、別表第４の１の３（居宅訪問型児発）、別表第５の１の４（保育所等訪問支援）

○ きょうだいを含む障害児の家族に対する個別又はグループによる相談援助等に対する評価を行う。 
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○  本加算は、指定児童発達支援事業所又は共生型児童発達支援事業所が強度行動障害支援者養成研修（実践研修）修了者を配置し、強度行動障害を有する
児に対し、当該修了者が支援計画シートを作成した上、従業者が支援計画シートに基づいた支援を行った場合に算定するも
 の

【対象となる児】
・強度行動障害を有する児（児基準２０点以上）

【主な要件】
・ 実践研修修了者を１以上配置（常勤換算でなく単なる配置で可。児発管でも可）し、支援計画シートを作成 
 ※対象児が他の通所支援事業所も利用している場合、当該事業所と情報交換を行って進めるよう努めること
・ 配置基準上の従業者による支援計画シートに基づく支援（基礎研修修了者が支援を行う場合にあっては、実践研修修了者が原則２回の支
 援ごとに１回以上の頻度で、当該児の観察及び支援計画シートに基づき支援が行われていることを確認すること、その他の従業者が行う場
 合にあっては、これに加えて、日々の支援内容について実践研修修了者又は基礎研修修了者に確認した上で支援を行うこと）
・ 共生型児童発達支援事業所については、児童発達支援管理責任者を置いている場合にのみ算定可能とする

○  改定後の加算の算定を開始した日から起算して90日以内の期間はさらに500単位を加算することができる。これは、初期段階には当該児
 童に対して手厚い支援を要するためであり、当該期間中において、加算対象となる障害児に応じた環境調整・支援計画シートに基づいた支
 援を適切に行うこと 

○  支援計画シートについては、３月に一回程度の頻度で見直しを行うこととする

４-１ 強度行動障害児支援加算〔児童発達支援（センター）〕
○ 強度行動障害を有する児への支援を充実させる観点から、支援スキルのある職員の配置や支援計画の策定等を求
 める。 

ポイント

【参照法令等】 
報酬告示：別表第１の８の２  21



○ 加算Ⅰは、指定放課後等デイサービス事業所又は共生型放課後等デイサービス事業所が強度行動障害支援者養成研修（実践研修）修了者
 を配置し、強度行動障害を有する児に対し、当該修了者が支援計画シートを作成した上、配置基準上の従業者が支援計画シートに基づいた
 支援を行った場合に算定するもの。
【対象となる児】強度行動障害を有する児（児基準２０点以上）
【主な要件】
・ 実践研修修了者を１以上配置（常勤・常勤換算でなく単なる配置で可。児発管でも可）し、支援計画シートを作成…① 
・ 配置基準上の従業者による支援計画シートに基づく支援（基礎研修修了者が支援を行う場合にあっては、実践研修修了者が原則２回の支
 援ごとに当該児の観察及び支援計画シート等に基づき支援が行われていることを確認すること、その他の従業者が行う場合にあっては、こ
 れに加えて、日々の支援内容について実践研修修了者又は基礎研修修了者に確認した上で支援を行うこと）…② 
・ 共生型放課後等デイサービス事業所については、児童発達支援管理責任者を置いている場合のみ算定可能とする…③ 

○ 加算Ⅱは、強度行動障害支援者養成研修（中核人材）修了者を配置し、強度行動障害を有する児に対し、当該修了者が支援計画シート等
 の作成に係る助言を行い、当該修了者又は実践研修修了者が助言を踏まえた支援計画シートを作成した上、配置基準上の従業者が当該児に
 対して支援計画シートに基づいた支援を行った場合に算定するもの
【対象となる児】強度行動障害を有する児（児基準３０点以上）
【主な要件】
・ ①～③に加え、中核的人材研修修了者の配置（常勤換算でなく単なる配置で可。児発管でも可）、中核的人材研修修了者による助言

○  改定後の加算の算定を開始した日から起算して90日以内の期間はさらに500単位を加算することができる。これは、初期段階には当該児
 童に対して手厚い支援を要するためであり、当該期間中においては、加算対象となる障害児に応じた環境調整・支援計画シートに基づいた
 支援を適切に行うこと
〇  支援計画シートについては、３月に一回程度の頻度で見直しを行うこととする

４-２ 強度行動障害児支援加算〔放課後等デイサービス〕
○ 強度行動障害を有する児への支援を充実させる観点から、支援スキルのある職員の配置や支援計画の策定等を求
 める。 

ポイント

【参照法令等】 
報酬告示：別表第３の６の２ 22



○  本加算は、指定居宅訪問型児童発達支援事業所（指定保育所等訪問支援事業所）が強度行動障害支援者養成研修（実践研
 修）修了者を配置し、強度行動障害を有する児に対し、当該修了者が支援計画シートを作成した上、当該修了者又は強度行
 動障害支援者養成研修（基礎研修）修了者が支援計画シートに基づいた支援を行った場合に算定するもの

【対象となる児】
・ 強度行動障害を有する児（児基準２０点以上）

【主な要件】
・ 実践研修修了者の配置（児発管でも可）。実践研修修了者による支援計画シート等の作成 
 ※対象児が他の通所支援事業所も利用している場合、当該事業所と情報交換を行って進めるよう努めること

・ 実践研修修了者又は基礎研修修了者による支援計画シート等に基づく支援（基礎研修修了者が支援を行う場合にあっては、
 実践研修修了者が１月に１回以上当該児の観察及び支援計画シート等に基づき支援が行われていることを確認（訪問して行
 うことが望ましいが、オンラインや記録等によることも可）すること
 
○  支援計画シートについては、３月に一回程度の頻度で見直しを行うこと

４-３ 強度行動障害児支援加算〔居宅訪問型児童発達支援、保育所等訪問支援〕
○ 強度行動障害を有する児への支援を充実させる観点から、支援スキルのある職員の配置や支援計画の策定等を求
 める。 

ポイント

【参照法令等】 
報酬告示：別表第４の１の５（居宅訪問型児発）、別表第５の１の７（保育所等訪問支援） 23



【参考】支援計画シート様式

「重度訪問介護の対象拡大に伴う支給決定事務に係る留意事項について」
（平成26年３月31日付け障障発0331第８号厚生労働省社会・援護局障害保健副支部長通知） 24



【参考】支援手順書兼記録用紙

「重度訪問介護の対象拡大に伴う支給決定事務に係る留意事項について」
（平成26年３月31日付け障障発0331第８号厚生労働省社会・援護局障害保健副支部長通知） 25



○ 本加算は、こどもと家族に対する包括的な支援を進める観点から、障害児が日々通う保育所や学校等や、障害児の状況等により連携が必 
 要な児童相談所やこども家庭センター、医療機関等その他関係機関との情報共有や連絡調整などの連携を行った場合に算定するもの

【主な要件】
・ あらかじめ通所給付決定保護者の同意を得ること
・ 関係機関との日常的な連携体制の確保に努めること
・ 保育所や学校等との個別支援計画の作成又は見直しに関する会議を開催し、連携して個別支援計画を作成等すること（加算Ⅰ）
・ 保育所や学校等と児童の心身の状況や生活環境等の情報共有のための会議を開催又は参加し、情報共有・連絡調整を行うこと（加算Ⅱ）
・ 児童相談所、こども家庭センター、医療機関等と、情報共有のための会議を開催又は参加し、情報共有・連絡調整を行うこと（加算Ⅲ）
・ 就学先の小学校や就職先の企業等との連絡調整・相談援助を行うこと（加算Ⅳ）

○  各加算の要件の会議については、要旨等について記録を行うこと。会議についてはオンラインの活用も可能とする

〇  加算（Ⅰ）と加算（Ⅱ）の同一月の算定は不可

○ 加算（Ⅲ）については、個別サポート加算（Ⅱ）（要保護・要支援児童への支援の評価）を算定している場合には、同加算で求める児童 
 相談所等との情報連携に対しては算定しない

〇  多機能型事業所の場合、同一の児童に係る関係機関連携加算の算定は各サービスで合わせて月１回までとする

５ 関係機関連携加算〔児童発達支援（センター）、放課後等デイサービス〕
○ こどもと家族に対する包括的な支援を進める観点から、個別支援計画作成時以外に情報連携を行った場合の評価
 を行う。

ポイント

【参照法令等】 
報酬告示：第１の12の２（児発）、第３の10の２（放デイ） 26



【対象児童】セルフプランで複数事業所を併用する児
【主な要件】
＜事業所間連携加算（Ⅰ）＞ ※連携・取組の中心となるコア連携事業所を評価するもの
・ 市町村から事業所間の連携を実施するよう依頼を受けた事業所（コア連携事業所）であること
・ 児が利用する他の事業所との間で、児に係る支援の実施状況、心身の状況、生活環境等の情報共有
・ 支援の連携のための会議を開催すること（※会議はオンラインの活用を可能とする。全ての事業所の参加を基本とするが、やむを得ない
 場合の算定も認める）
・ 会議の内容及び整理された児の状況や支援に関する要点について、他の事業所、市町村、保護者に共有すること・あわせて、市町村に、 
 児に係る各事業所の個別支援計画を共有すること。また、障害児・家族の状況等を踏まえて、急ぎの障害児相談支援の利用の必要性の要否
 を報告すること
・ 保護者に対して、上記の情報を踏まえた相談援助を行うこと（この場合に家族支援加算を算定することも可能とする）
・ 上記の情報について、事業所の従事者に情報共有を行うとともに、必要に応じて個別支援計画を見直すこと

＜事業所間連携加算（Ⅱ）＞※コア連携事業所以外の事業所を評価するもの
・ コア連携事業所が開催する会議に参加するとともに、個別支援計画をコア連携事業所に共有すること（※会議の場に参加で
 きない場合であっても、会議の前後に個別にコア連携事業所と情報共有等を行った場合には算定を可能とする）
・ 上記の情報について、事業所の従業者に情報共有を行うとともに、必要に応じて個別支援計画を見直すこと

〇  複数事業所の全てが同一法人内の事業所である場合には算定しない。 

６ 事業所間連携加算 〔児童発達支援（センター）、放課後等デイサービス〕
○ セルフプランで複数事業所を併用する児について、事業所間で連携し、こどもの状態や支援状況の共有等の情報 
 連携を行った場合の評価を行う。 

ポイント

【参照法令等】 
報酬告示：第１の12の３（児発）、第３の10の３（放デイ） 27



【参考】

こども家庭庁HPより引用28



研修９

こども性暴力防止法について
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